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	スライド 1: 【人材確保・定着の現状】  　          毎回養成研修（初任者、認定）は定員割れ 　　       ・ただし、受講修了アンケートでは前向き意欲的 　　    　『かっこいい仕事！あの講師のようになりたい！！』 　　　　『資格のステップアップをしたい』　 　       　・年１回のフォローアップミーティングでの感想　 　　　　　就労の有無に関わらず、有益効果 　　　　『介護職の専門性がわかった』 　　　　『介護・福祉の共通言語がわかった』 　　      　⇒福祉のすそ野を広げる⇒
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